
財
政
状
況

　
収
納
率
の
向
上
と

　
　
　
　
受
益
者
負
担
の
適
正
化

　
平
成
16
年
度
一
般
会
計
の
決
算

見
込
み
は
、
３
億
１
千
442
万
８
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
が
、
翌
年

度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除

し
ま
す
と
、
実
質
収
支
は
２
億
６

千
164
万
８
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
減
債
基
金
に
３
千

500
万
円
、
財
政
調
整
基
金
に
１
億

２
千
700
万
円
の
決
算
積
み
立
て
を

行
い
、
翌
年
度
繰
越
金
は
、
９
千

964
万
８
千
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
事
業
費
の
大
き
な
街
路
事
業

の
繰
り
越
し
に
よ
る
繰
越
充
当
財

源
が
、
前
年
度
に
比
べ
て
大
幅
に

減
少
し
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
大

は
、
一
般
会
計
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と

も
収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
、

適
切
な
運
営
に
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　６月17日開会の第313回南国市議会定例会で、浜田純市長は各議案
理由の説明に先立ち、「４月15日、南国オフィスパークにおいて、医
薬品卸の大手企業である�アスティス高知支社の起工式が行われまし
た。1万6,500�の敷地に、社屋の建設と300台の駐車スペースを整備
するものです。新社屋には、百数十人が就業する見込みで、県内の営
業、配送拠点となります。また、６月７日には、�トリムエレクトリ
ックマシナリーが、将来の増産に備え、隣接の分譲区画2,060�を取
得しました。
 高知みなみ流通団地においても、６月に入り�東洋技研が操業を始
めるなど、企業立地は着実に進展しています」と述べた後、主要な各
課題について報告しました。（内容は、あらましです）

防
災
対
策 

　
水
害
時
の
応
急
対
策
を

　
中
心
と
し
た
水
防
演
習
を
実
施

　
６
月
４
日
、
市
単
独
の
水
防
演

習
を
実
施
し
ま
し
た
。
南
国
市
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
く
今
回
の
演

保
育
所
民
営
化

　
移
管
に
伴
う
不
安
解
消
を
図
る

 

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
社
会
福

祉
法
人
和
香
会
へ
の
移
管
を
決
定

し
ま
し
た
稲
生
保
育
所
の
民
間
移

管
に
伴
う
引
き
継
ぎ
の
た
め
、
社

会
福
祉
法
人
和
香
会
十
市
保
育
園

職
員
の
保
育
士
２
名
と
調
理
師
１

名
が
、
稲
生
保
育
所
で
引
継
実
習

体
験
研
修
生
と
し
て
、
４
月
１
日

か
ら
１
年
間
の
研
修
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
移

管
に
伴
う
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

の
不
安
解
消
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
補
助
制
度

　
助
成
制
度
を
拡
充
改
正

　
県
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

を
拡
充
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

現
行
制
度
で
は
、
１
歳
未
満
児
の

通
院
医
療
費
と
就
学
前
幼
児
の
入

院
医
療
費
が
助
成
対
象
で
し
た
が
、

新
制
度
で
は
、
入
院
に
加
え
、
通

院
も
就
学
前
ま
で
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
入
院
、
通
院
と
も
に
１
歳

未
満
は
従
来
ど
お
り
全
額
助
成
で

す
が
、
１
歳
以
上
は
所
得
制
限
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

 

市
で
は
、
県
の
制
度
改
正
で
所

得
制
限
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
世

帯
に
対
し
て
も
市
独
自
の
全
額
助

成
を
現
行
ど
お
り
継
続
し
ま
す
。

市
の
制
度
の
内
容
は
、
就
学
前
幼

児
の
入
院
医
療
費
と
、
３
歳
未
満

児
の
通
院
医
療
費
は
現
行
ど
お
り

全
額
助
成
し
ま
す
。
３
歳
以
上
就

学
前
ま
で
の
幼
児
の
通
院
医
療
費

は
、
所
得
基
準
に
よ
る
助
成
と
し
、

乳
幼
児
が
入
院
し
た
際
の
食
事
療

養
費
の
助
成
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

 

新
制
度
は
、
本
年
10
月
診
療
分

か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

議
会
に
条
例
改
正
の
議
案
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

６月議会市政報告６月議会市政報告６月議会市政報告６月議会市政報告

　　第313回  
南国市議会定例会

６月17日

習
は
、
水
害
時
に
お
け
る
応
急
対

策
を
中
心
と
し
た
水
防
演
習
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
防
災
関
係
者
及

び
住
民
に
水
防
活
動
を
習
得
さ
せ
、

水
防
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
防

災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
の

確
立
強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
消
防
署
・
消
防
団
・
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
・
自
主
防
災
会
な
ど
が

参
加
し
、
積
み
土
の
う
工
法
や
シ

ー
ト
張
り
工
法
な
ど
の
水
害
防
止

の
即
応
演
習
と
、
併
せ
て
水
消
火

器
で
の
初
期
消
火
演
習
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
９
月
１
日
に
は
、
中
部
地
区
で

の
地
区
防
災
訓
練
を
計
画
し
て
お

り
、
防
災
対
策
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
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地
域
づ
く
り

　
各
地
域
で
多
様
な
取
り
組
み

　
全
17
地
区
の
す
べ
て
が
、
自
分

た
ち
の
力
に
よ
り
自
分
た
ち
の
地

域
を
少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と
多

様
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
活
動

状
況
が
マ
ス
コ
ミ
に
よ
り
報
道
さ

れ
、
評
価
を
受
け
る
中
、
取
り
組

み
内
容
も
次
第
に
充
実
し
て
き
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
府
地

域
活
性
化
協
議
会
で
は
、
国
府
地

区
戦
争
体
験
記
「
語
り
つ
ぐ
も
の
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
40
人
の
執
筆

者
が
、
当
時
の
悲
惨
な
状
況
、
苦

し
み
、
悲
し
い
情
景
を
鮮
明
に
書

き
記
し
て
い
ま
す
。
60
年
の
歳
月

が
過
ぎ
、
平
和
で
豊
か
な
時
代
と

な
っ
た
今
日
、
高
齢
化
し
た
執
筆

者
が
若
い
世
代
へ
伝
え
残
す
書
で

す
。
地
域
住
民
の
取
り
組
み
と
し

て
、
戦
争
体
験
記
が
発
行
さ
れ
た

こ
と
は
大
変
意
義
深
い
も
の
で
、

高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
事
業
を
通
じ
、
各
地
域
で

の
活
動
が
大
き
な
成
果
と
な
っ
て

花
開
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み

　
地
元
食
材
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
コ
ー
ス
料
理
を
提
供

　
上
倉
地
区
の
農
作
業
準
備
休
憩

ゴ
ミ
問
題

　
ご
み
削
減
に
向
け
分
別
収
集
、

　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

　
分
別
収
集
開
始
後
２
年
を
経
過

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類

は
、
前
年
度
に
比
べ
15
％
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
も
、
９
％
増

加
し
て
お
り
、
再
資
源
化
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

 

可
燃
ご
み
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
589
ト
ン
、
率
に
し
て
4.6
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

事
業
所
系
ご
み
が
微
増
で
あ
る
も

の
の
、
一
般
直
接
搬
入
可
燃
ご
み

が
、
約
38
％
と
大
幅
に
減
少
し
た

た
め
で
す
。
香
南
清
掃
組
合
構
成

９
市
町
村
全
体
で
、
紙
ご
み
、
草

木
に
つ
い
て
一
定
の
受
け
入
れ
制

限
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
今
後
生
ゴ
ミ
処
理
器
の
活
用
、

再
生
利
用
業
指
定
な
ど
に
よ
る
可

燃
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
よ

り
、
ご
み
削
減
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

食
教
育

　
栄
養
教
諭
制
度
が
ス
タ
ー
ト

　
児
童
生
徒
が
正
し
い
食
事
の
取

り
方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に

つ
け
る
な
ど
、
食
に
関
す
る
指
導

の
充
実
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
４
月
か
ら
栄
養
教
諭
制

度
が
高
知
・
福
井
の
２
県
で
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
後

免
野
田
小
学
校
に
栄
養
教
諭
が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
に
対

す
る
食
に
関
す
る
指
導
に
当
た
る

と
と
も
に
、
学
校
給
食
の
管
理
な

ど
を
行
い
、
学
校
と
家
庭
・
地
域

を
食
で
結
ぶ
連
携
調
整
と
し
て
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　
介
護
予
防
重
視
型
の

　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
に
転
換

　
「
第
３
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策

定
す
る
年
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

今
国
会
に
大
幅
な
制
度
改
正
法
案

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
正
の

最
大
の
柱
は
、
制
度
を
介
護
予
防

重
視
型
の
シ
ス
テ
ム
に
転
換
し
て

い
く
方
向
で
す
。
「
介
護
予
防
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
」
を
確
立
す
る

た
め
に
も
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

学
校
・
児
童
の
安
全
対
策

　
地
域
全
体
で
意
識
化
を

　
新
学
期
早
々
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を

全
て
の
小
・
中
学
生
に
配
布
し
ま

し
た
。
ま
た
、
カ
メ
ラ
付
き
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
を
設
置
し
、
外
部
か

ら
の
来
訪
者
へ
の
対
応
を
新
た
に

図
っ
て
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の

安
全
対
策
と
し
て
、
「
学
校
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
・
ま
ほ
ろ
ば
安
全
隊
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、
市
の

公
用
車
を
は
じ
め
学
校
周
辺
を
巡

回
す
る
関
係
機
関
の
車
両
な
ど
に

貼
っ
て
い
た
だ
き
、
学
校
の
安
全

に
つ
い
て
地
域
全
体
で
意
識
化
を

図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

６月議会市政報告６月議会市政報告
６月議会市政報告

施
設
「
梅
星
館
」
で
、
山
の
幸
を

活
か
し
た
コ
ー
ス
料
理
を
提
供
す

る
「
し
ら
ゆ
り
亭
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
調
理
は
、
白
木
谷
地

区
の
女
性
で
組
織
す
る
「
白
百
合

グ
ル
ー
プ
」
が
行
い
、
地
元
で
と

れ
る
食
材
を
活
か
し
た
郷
土
料
理

を
提
供
し
て
お
り
、
大
変
好
評
と

聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
多
く
の
人
に
自
然
豊
か

な
山
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、

更
な
る
地
産
地
消
の
拡
大
と
、
中

山
間
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
」
の
設
置
が
市
町
村
に
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。
市
に
既
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
３
カ
所
の
「
南
国

市
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
」
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
平
成

18
年
度
開
設
を
め
ざ
し
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
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